
サンプルアルゴリズムを使って
S+ Camera Basicで画像ベースの文字認識を体験する

Yuta Imai

Solutions Architect, SORACOM, Inc.

SORACOM AIセミナー #1

2021/4/28



選択可能なサンプルアルゴリズム
サンプルアルゴリズム一覧 内容

定期画像送信 SORACOM_ENV_WAIT間隔毎に SORACOM Harvest Files に画像をアップロードします。

顔検出 カメラが人間の目線を検出すると顔の周りを切り出して、SORACOM Harvest Files へ送
信します。

顔検出（プライバシ） 目線を検出すると目線にモザイクをかけて SORACOM_ENV_WAIT間隔毎に SORACOM 
Harvest Files の /cap/{Mosaic ID}に画像をアップロードします。

差分動画 1秒毎に取得した前後の画像を比較し、前後の画像に大きな変更があった画像
を SORACOM_ENV_WAIT分のアニメーションとして SORACOM Harvest Files にアップ
ロードします。

数字/文字読み取り 指定された範囲の数字やアルファベットを OCR によってテキスト化し
て、 /OCR/{Mosaic ID}に指定された範囲とテキストの情報をアップロードします。

物体検出 カメラに写った物体の認識と、認識した物体の位置を検出することができます。
SORACOM_ENV_WAIT間隔毎に検出された物体のアノテーションを付加した画像を
SORACOM Harvest Files へ送信します。(MobileNet SSD v2 (COCO)モデルを利用)

物体検出（Google Coral Edge 
TPU USB Accelerator）

Object Detection with Google Coral Edge TPU USB Acceleratorを利用できます。
(MobileNet SSD v2 (COCO)モデルを利用)



サンプルアルゴリズム「OCR」について

SORACOM
Harvest

読み取ったテキスト

Annotation付きの画像

Aruco Markerによる読み取りエリアの検出
+

Tesseract OCRによるOCR

このサンプルアルゴリズムは下記のような動作を繰り返します。

詳細はこちらに:
https://users.soracom.io/ja-jp/docs/mosaic/sample-
algorithm/#%E6%95%B0%E5%AD%97%E6%96%87%E5%A
D%97%E8%AA%AD%E3%81%BF%E5%8F%96%E3%82%8A



現場のIoT化の悩みのひとつ

「オフラインのセンサーやメーターからのデータ取得」

この課題に対する一つのソリューションとして画像からデータを読み取
るという手法があります。

IoTカメラ クラウドセンサー/メーター

画像 データ



電源コンセントを挿して、MosaicコンソールにS+ Cameraが出現
し、オンラインになることを確認します。

1. S+ Camera Basicの電源を入れて状態を確認



2. S+ Camera Basicの動作確認をする

コンソールからS+ Cameraを操作して画像を取得して表示してみます。



3. OCRアルゴリズムのデプロイ

サンプルアルゴリズムとして提供されているOCRを
Mosaicコンソールからインストールします。

1. インストールメニューを開く

2. OCRをを選択

3. CameraApp OCR Sampleが
表示されたらOK!



4. OCRを試してみる

ARマーカーによって読み取り範囲を指定したテスト用の
読み取りデータを用意し、これを読み取ってみます。

このサンプルアルゴリズムでは、AR
マーカーで読み取り範囲を決定し、
その範囲内の文字を読み取ります。
（デフォルトではAlphanumericのみ
）

読み取られたデータはSORACOM 
Harvest Dataへ、画像はSORACOM 

Harvest Filesへ送信されます。（読み
取り成功した場合のみ)

※ARマーカーの作り方は前述のレシピURLのページ内に記載があります！



ネクストステップ

• ARマーカーに関係なく画像内に映るものをすべて認識したくなったら？

•日本語も読みとりたくなったら？

•サンプルアルゴリズムでは精度が足りなかったら？

• もっと高速に認識アルゴリズムを動かしたくなったら？

•例えばこういうメーターを読み取りたくなったら？

• そもそも、やりたいことがサンプルアルゴリズム
になかったら？



自前アルゴリズムの開発！



OCRのサンプルアルゴリズムを開発/カスタマイズした例

下記は、サンプルアルゴリズムのOCRサンプルをベースに、7セグ
メント用のフォントを識別できる学習したデータを使ってOCRを
行った例です。



でも、どこからはじめれば・・・？



自前のアルゴリズム開発≠スクラッチ開発

• すべてをスクラッチで開発する
必要はありません。

•やりたいことに最も近いサンプ
ルアルゴリズムをダウンロード
し、それをカスタマイズしていく
ことが可能です。



もちろんスクラッチでもOK
画像処理でよく使われるPythonモジュール
はインストール済み。（リストはこちら）
• boto3
• botocore
• dlib
• face-recognition
• numpy
• opencv-python
• opencv-contrib-python
• Pillow
• requests
• tensorflow
• tflite-runtime
• urllib3
• ….

ここにないものもプログラム起動時にpipで
インストール可能。

例えばカメラから画像を取得してHarvest Filesにアップ
ロードするなら以下のようなコードで実現可能です。

普通のPythonですよね！

https://users.soracom.io/ja-jp/docs/mosaic/modules/


次回はアルゴリズムの開発について
解説していく予定です！



クラウド ⇒ 多くのビジネス、Webサービス

SORACOM ⇒ 多くのIoTビジネス、システム

たくさんの
IoTプレイヤーが生まれますように

SORACOMの願い




